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【目的】

2019年、本学は宮城県南三陸町と連携協力に関する協定を締結した。南三陸町はホヤの生産量が日本一である。しかし、東日本大震災の影響
により輸出制限がかかってしまい、現在もその状況が続いている。 南三陸町歌津中学校では、地域の食資源を活用した課題解決型学習として、
ホヤの国内消費拡大を目指し、ホヤレシピを考案、「1日レストラン」を開催することになった。我々もこの取り組みに加わり、中学1年生のサポート
を行った。連携授業は3年目の取り組みとなるが、本年度はホヤのお弁当のレシピ開発を行った。中学生とともに食資源の大切さを学び、実践的
な能力を培うことを目的とした。

【プロジェクト内容・成果報告】

歌津中学校とのプロジェクトが3年目ということで、本年度はホヤお弁当をテーマにレシピ考案を行い、事前事後のアンケートも取り入れながら進
めました。ホヤが苦手な中学生が多かったのですが、一生懸命レシピを考案してくれて、その豊かな発想力に驚かされました。栄養バランス的に
は偏ってしまった内容となりましたが、中学生のアイデアや思いを大切にレシピを完成させました。当日は、事前に試作をしていたということもあり
スムーズに調理を終え、完成させることができました。事後アンケートから、中学生はこの授業を通して地元の食材に興味を持ち、苦手だったホヤ
もプラスの印象に変わった生徒さんが7割以上となったことは大変喜ばしいことでした。また本学学生と一緒に作業することにより交流することの
喜び、安心感を持ってもらえたようです。本学学生も中学生と共に「食」について学び、共に一つのものを作り上げていく楽しさや食資源の大切さを
感じたようです。さらに南三陸町を視察し、震災から12年経った今も、復興に力を注ぐ人々のエネルギーを感じました。地域連携を活かした貴重な
学びを体験することができました。

事前アンケート結果：歌津中学校1年生の多くはホヤを見たことがあり、実際に
生や調理したホヤを食べたことがあるのに対して、本学学生の50％は名前は
知っているが、ほとんどの人は見たことも食べたこともないという結果であった。

事前アンケート結果：歌津中学校1年生の68.2％がホヤは嫌いと回答。
その理由として味、香り、食感が苦手という人が多かった。

1年生29人を5班に分け、主食、主菜、副菜のレシピを考案してもらった。栄養面
や彩り、作業性の面、またホヤを食べやすくするための工夫などオンラインでディ
スカッションを重ね、各校で試作も行ない、レシピをブラッシュアップした。

2022年10月28日、現地に赴き歌津中学校内で、1日レストランを開催した。 1班：和風ドレッシングにより、ホヤの臭みが抑えられ美味しく食べることができた。2班：冷め
てもくっつかず美味しいショートパスタを使用。粉チーズがホヤの臭みを消した。5班：肉みそ
にホヤを加えたことで、ホヤの主張が薄れ、野菜と一緒に巻いたことで彩りがきれいに！

取り組み前はホヤが嫌いだった生徒も、今回のプロジェクト後は、7割以上の
中学生がホヤに対してプラスの印象をもってもらえるようになった。

当日の様子を地元新聞やネット記事に取り上げていただいた。また12月に東京ビッ
クサイトで開催された「エコプロ２０２２」で今回の取り組みを紹介。

ホヤのお弁当レシピを考案する前に、「バランスの良い食事とお弁当について」
という約15分間の食育動画を作成し、中学生に視聴していただいた。

3班：中学生のアイデアで酢で臭みを取った後、下味の調味料にカレー粉を加え、
ポテトチップスを衣に使用。ほんのりカレー粉が香り、食感も豊かに。4班：ソース
を2種類作り、ホヤをチーズとシソと共にささみで巻く。ホヤが苦手な人にも好評。
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